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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 
３資産分散ファンド 
（毎月決算型） 

 

 
 

第190期（決算日：2021年12月６日） 

第191期（決算日：2022年１月５日） 

第192期（決算日：2022年２月７日） 

第193期（決算日：2022年３月７日） 

第194期（決算日：2022年４月５日） 

第195期（決算日：2022年５月６日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ３資産分散ファン

ド（毎月決算型）」は、去る５月６日に第195期の決算

を行いましたので、法令に基づいて第190期～第195

期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2025年11月５日まで（2005年12月９日設定） 

運 用 方 針 

マザーファンド受益証券への投資を通じて、世界主
要国の公社債、わが国の株式、およびわが国の不動
産投資信託証券への分散投資を行い、信託財産の成
長をめざして運用を行います。 
実質組入外貨建資産に対する為替ヘッジは原則と
して行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

高金利高格付債券マザーファンド受
益証券、好配当日本株マザーファンド
受益証券およびＪリートマザーファ
ンド２００５受益証券を主要投資対
象とします。各マザーファンド受益証
券への資金配分は、信託財産の純資産
総額に対して、それぞれ60％、20％、
20％を基本投資割合とします。 

好 配 当 日 本 株 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

高金利高格付債券 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
世界主要国の公社債を主要投資対象
とします。 

Ｊ リ ー ト 
マザーファンド 

２ ０ ０ ５ 

わが国の金融商品取引所に上場して
いる（上場予定を含みます。）不動産投
資信託証券を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の50％以下とします。 
外貨建資産への実質投資割合に制限
を設けません。 

好 配 当 日 本 株 

マザーファンド 
株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

高金利高格付債券 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
外貨建資産への投資割合に制限を設
けません。 

Ｊ リ ー ト 
マザーファンド 

２ ０ ０ ５ 

投資信託証券への投資割合に制限を
設けません。 
株式への投資および外貨建資産への
投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含
みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、
基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決
定しますが、原則として配当等収益等により安定し
た分配をめざします。ただし、毎年３月・６月・９
月・12月の決算時に売買益（評価益を含みます。）が
ある場合には、配当等収益に売買益（評価益を含み
ます。）等を加えた額から分配を行うことがありま
す。なお、分配対象収益が少額の場合には分配を行
わないこともあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

250470 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
166期(2019年12月５日) 9,397 15 0.1 20.1 － 58.0 － 19.3 4,221 

167期(2020年１月６日) 9,379 15 △ 0.0 19.8 － 58.7 － 19.2 4,180 
168期(2020年２月５日) 9,418 15 0.6 19.4 － 58.2 － 19.8 4,186 
169期(2020年３月５日) 9,088 15 △ 3.3 17.9 － 57.5 － 19.7 4,015 
170期(2020年４月６日) 8,100 15 △10.7 19.0 － 58.7 － 17.9 3,573 
171期(2020年５月７日) 8,316 15 2.9 18.9 － 57.2 － 19.7 3,668 
172期(2020年６月５日) 9,009 15 8.5 19.8 － 57.8 － 19.5 3,957 
173期(2020年７月６日) 8,879 15 △ 1.3 19.5 － 58.1 － 19.7 3,898 
174期(2020年８月５日) 8,951 15 1.0 19.4 － 58.7 － 19.8 3,914 
175期(2020年９月７日) 9,075 15 1.6 19.9 － 57.3 － 19.4 3,942 
176期(2020年10月５日) 9,009 15 △ 0.6 19.5 － 56.8 － 19.4 3,884 
177期(2020年11月５日) 8,888 15 △ 1.2 19.7 － 57.1 － 19.5 3,816 
178期(2020年12月７日) 9,052 15 2.0 20.0 － 56.9 － 19.0 3,859 
179期(2021年１月５日) 9,209 15 1.9 19.7 － 55.1 － 19.7 3,891 
180期(2021年２月５日) 9,387 15 2.1 20.3 － 56.5 － 19.9 3,888 
181期(2021年３月５日) 9,473 15 1.1 20.0 － 56.3 － 19.5 3,887 
182期(2021年４月５日) 9,804 15 3.7 19.7 － 55.8 － 19.9 3,989 
183期(2021年５月６日) 9,832 15 0.4 19.3 － 57.5 － 19.8 3,949 

184期(2021年６月７日) 9,974 15 1.6 19.7 － 56.9 － 20.0 3,978 

185期(2021年７月５日) 9,988 15 0.3 19.7 － 56.7 － 20.1 3,971 
186期(2021年８月５日) 9,904 15 △ 0.7 19.6 － 57.2 － 19.9 3,912 
187期(2021年９月６日) 9,955 15 0.7 20.2 － 57.3 － 19.5 3,903 
188期(2021年10月５日) 9,700 15 △ 2.4 19.4 － 58.3 － 19.0 3,775 
189期(2021年11月５日) 9,918 15 2.4 19.5 － 57.4 － 19.4 3,831 

190期(2021年12月６日) 9,568 15 △ 3.4 19.8 － 57.6 － 19.5 3,674 

191期(2022年１月５日) 9,865 15 3.3 20.3 － 57.6 － 19.3 3,755 
192期(2022年２月７日) 9,502 15 △ 3.5 20.1 － 57.7 － 19.3 3,602 
193期(2022年３月７日) 9,394 15 △ 1.0 18.9 － 58.9 － 19.3 3,554 
194期(2022年４月５日) 9,901 15 5.6 19.4 － 57.7 － 19.6 3,739 
195期(2022年５月６日) 9,760 15 △ 1.3 19.8 － 57.1 － 19.7 3,673 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第190期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年11月５日 9,918 － 19.5 － 57.4 － 19.4 

11月末 9,573 △3.5 19.2 － 58.3 － 19.3 

(期  末)        

2021年12月６日 9,583 △3.4 19.8 － 57.6 － 19.5 

第191期 

(期  首)        

2021年12月６日 9,568 － 19.8 － 57.6 － 19.5 

12月末 9,823 2.7 19.7 － 58.0 － 19.5 

(期  末)        

2022年１月５日 9,880 3.3 20.3 － 57.6 － 19.3 

第192期 

(期  首)        

2022年１月５日 9,865 － 20.3 － 57.6 － 19.3 

１月末 9,514 △3.6 19.9 － 57.6 － 19.5 

(期  末)        

2022年２月７日 9,517 △3.5 20.1 － 57.7 － 19.3 

第193期 

(期  首)        

2022年２月７日 9,502 － 20.1 － 57.7 － 19.3 

２月末 9,401 △1.1 19.8 － 57.9 － 19.2 

(期  末)        

2022年３月７日 9,409 △1.0 18.9 － 58.9 － 19.3 

第194期 

(期  首)        

2022年３月７日 9,394 － 18.9 － 58.9 － 19.3 

３月末 9,908 5.5 19.5 － 57.5 － 19.5 

(期  末)        

2022年４月５日 9,916 5.6 19.4 － 57.7 － 19.6 

第195期 

(期  首)        

2022年４月５日 9,901 － 19.4 － 57.7 － 19.6 

４月末 9,777 △1.3 19.7 － 57.4 － 19.5 

(期  末)        

2022年５月６日 9,775 △1.3 19.8 － 57.1 － 19.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

運用経過
第190期～第195期：2021年11月６日～2022年５月６日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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純資産総額：右目盛
基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第190期首 9,918円
第195期末 9,760円
既払分配金 90円
騰 落 率 －0.7％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ0.7％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

国内において資源価格の上昇などからインフレ上昇懸念が台頭し
たことや、2022年の初頭からロシア－ウクライナ間の軍事的緊
張の高まりなどにより市場がリスク回避の動きとなったことで、
国内ＲＥＩＴ市況が下落したことが基準価額にマイナスに影響し
ました。

下落要因

基準価額の変動要因の内訳は以下の通りとなりました。
内訳
好配当日本株マザーファンド　　　　0.9％程度
高金利高格付債券マザーファンド　△0.3％程度
Ｊリートマザーファンド２００５　△0.5％程度
その他（信託報酬等）　　　　　　△0.8％程度

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

第190期～第195期：2021年11月６日～2022年５月６日

投資環境について

国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
当作成期首から2022年３月上旬にかけて
は、米国において雇用環境の回復や高い
物価上昇率を背景に金融引き締め観測が
高まり、米金利が急騰したことや、ロシ
アのウクライナ侵攻を受けて地政学リス
クの高まりが世界的な景気にもたらす悪
影響が懸念されたことなどから、国内株
式市況は下落しました。
３月中旬から当作成期末にかけては、ロ
シア・ウクライナ間の和平交渉の進展に
向けた期待が一時高まったことや、対米
ドルで円安が進行したことを受けて輸出
関連株の業績拡大が期待されたことなど
から、国内株式市況は上昇しました。

外国債券市況
長期金利は全ての投資国で上昇しました。
長期金利は、世界的なインフレ圧力など
を背景に、米国を中心に複数の国で金融
政策正常化の前倒し観測が高まったこと
などから上昇しました。

為替市況
全ての投資国通貨は対円で上昇しました。
日銀が緩和的な金融政策を維持する一方、
投資国では金融政策正常化の前倒し観測
の高まりなどから金利が上昇し、本邦と
の金利差が拡大したことなどを背景に、
全ての投資国通貨は対円で上昇しました。

国内ＲＥＩＴ市況
国内ＲＥＩＴ市況は下落しました。
当作成期首から2021年12月末にかけて
の国内ＲＥＩＴ市況は、オフィス・ビル
空室率の上昇傾向が継続する一方、新型
コロナウイルスの新たな変異株「オミク
ロン株」の重症化リスクに対する懸念の
後退などもあり、一進一退の推移となり
ました。2022年に入ってからは、Ｊリー
ト各社の公募増資発表による短期的な需
給懸念やウクライナ情勢の緊迫化などか
ら軟調に推移しましたが、３月中旬以降
はウクライナの和平交渉進展への期待な
どから反発しました。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド
（毎月決算型）
世界主要国の公社債、わが国の株式、お
よびわが国の不動産投資信託証券を実質
的な主要投資対象とし、分散投資を行う
ことにより、値上がり益の獲得を目指し
た運用を行いました。

各マザーファンドへの資産配分は、純資
産総額に対して以下の比率を基本投資割
合としています。

好配当日本株マザーファンド　　　20％
Ｊリートマザーファンド２００５　20％
高金利高格付債券マザーファンド　60％

ファンドの基本投資割合に準じて運用を
行いました。

好配当日本株マザーファンド
株式組入比率は、運用の基本方針にした
がい、高水準を維持しました。
銘柄選択にあたっては、予想配当利回り
が市場平均を上回る銘柄の中から、株価
の値上がり益が期待できる銘柄を厳選し
て投資しました。
組入銘柄数は概ね74～80銘柄程度で推移
させました。株価水準や予想配当利回り
水準などを勘案し、銘柄入れ替えを機動
的・継続的に行いました。当作成期では、

パワー半導体の売上拡大などによる業績
伸長が期待される東芝など12銘柄を新規
に組み入れ、海外案件での追加費用発生
による採算性悪化が懸念された五洋建設
など13銘柄を全株売却しました。

高金利高格付債券マザーファンド
組入比率
当作成期を通じて、債券の組入比率を高
位で維持しました。

組入状況
投資国
当作成期を通じて、米国、カナダ、英国、
ノルウェー、オーストラリア、ニュー
ジーランドの６ヵ国での運用としました。
通貨
相対的に金利が高いと判断した投資対象
国を３地域（アメリカ大陸、ヨーロッパ、
アジア・オセアニア）から複数（米ドル、
カナダドル、英ポンド、ノルウェーク
ローネ、豪ドル、ニュージーランドド
ル）選定し、その中で金利が相対的に高
い通貨に重点配分しました。
金利
残存セクター毎に最終利回りが相対的に
高い銘柄の中から、流動性を考慮して銘
柄選択を行い投資しました。
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Ｊリートマザーファンド２００５
銘柄選定およびポートフォリオの構築は
主に、定性的評価・定量的評価を経て
行っています。
定性的評価については、事業内容および
財務内容などの分析を中心に行い、定量
的評価においては、キャッシュフロー、
配当利回り、投資口価格純資産倍率（Ｐ
ＢＲ）などの分析を行いました。
組入銘柄数は53銘柄で推移させました。

主な売買動向については、収益動向が懸
念されていた物件の売却によって業績安
定性が高まったと判断したフロンティア
不動産投資法人のウェイトを引き上げた
ことや、各種バリュエーションの相対的
な割安度を勘案して東急リアル・エス
テート投資法人のウェイトを引き下げた
ことなどが挙げられます。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

― 7 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_917990.indd   702_コメント-費用-TER_10pt_917990.indd   7 2022/06/14   10:18:072022/06/14   10:18:07



9

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第190期

2021年11月６日～
2021年12月６日

第191期
2021年12月７日～
2022年１月５日

第192期
2022年１月６日～
2022年２月７日

第193期
2022年２月８日～
2022年３月７日

第194期
2022年３月８日～
2022年４月５日

第195期
2022年４月６日～
2022年５月６日

当期分配金
（対基準価額比率）

15
（0.157％）

15
（0.152％）

15
（0.158％）

15
（0.159％）

15
（0.151％）

15
（0.153％）

当期の収益 4 15 7 15 15 4

当期の収益以外 10 － 7 － － 10

翌期繰越分配対象額 930 932 925 925 955 945

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド
（毎月決算型）
資産配分方針は、基本投資割合を維持し
ます。

好配当日本株マザーファンド
今後も企業調査を十分に行い、予想配当
利回りの高い銘柄を中心に投資し、「高
水準の配当収入」と「中長期的な株価の
値上がり益」の獲得をめざす基本方針を
継続します。加えて、財務の健全性や株
式の流動性に留意しながら、保有銘柄の
比率調整や新規銘柄の組み入れを行いま
す。
資源価格の高止まりが続くなか、中国上
海市の都市封鎖による物流停滞などの供
給制約がさらなるインフレ圧力の一因と
なる可能性もあり、米国の利上げや量的
引き締めのペースについては楽観せずに
注視していきます。また、コストアップ
や値上げが企業業績や国内の消費動向に
与える影響についても今後の動向を見極
める必要があるとみており、企業業績鈍
化の可能性にも備えて慎重なスタンスで
運用にあたる方針です。中長期的には、
資本効率の改善により企業価値を向上さ
せようとする動きは拡大しており、株主
還元強化の流れは今後も継続すると考え
ています。

引き続き、配当の継続性、成長性を重視
しながら、より積極的な株主還元に取り
組む企業などに注目していきたいと考え
ています。

高金利高格付債券マザーファンド
世界の主要国のうち、信用力が高く、か
つ、相対的に金利が高い国の債券に投資
する方針です。
相対的に金利が高いと判断される投資対
象国を３地域（アメリカ大陸、ヨーロッ
パ、アジア・オセアニア）から複数選定
し、最も金利が高いと判断される国に重
点配分する方針です。
ポートフォリオの構築は国別に、残存期
間毎に最終利回りの高い銘柄を中心に選
択する方針です。

Ｊリートマザーファンド２００５
ＲＥＩＴの組入比率については、運用の
基本方針にしたがい、高水準（90％以
上）を維持する方針です。
配当利回りやＰＢＲ等のバリュエーショ
ン、また物件ポートフォリオのクオリ
ティ等に着目し、安定した分配金が見込
め相対的に割安と思われる銘柄への投資
ウェイトを高めた運用を行います。
資源価格の高止まりが続くなか、上海市
の都市封鎖による物流停滞がインフレ圧

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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力の新たな一因となる懸念もあり、米国
の利上げや量的引き締めのペースについ
ては楽観せずに注視していきます。また、
国内においてもコストアップや値上げが
景気と物価に与える影響を慎重に見極め
ていく必要があります。一方、日銀は金
融政策決定会合において指値オペを原則
として毎日実施することを決めるなど長
期金利を抑える姿勢を鮮明にしており、
こうした金融緩和策を背景とした低金利
環境が当面続くとみられることなどから、
引き続き国内ＲＥＩＴ市況は堅調に推移
すると想定しています。
このようなマーケット環境に対する見通
しのもと、今後のファンド運用において
は業績が安定的かつバリュエーション面
で割安感のある銘柄への投資を中心に行
います。また、収益動向を重視し、金融
政策の動向や市場の流動性なども勘案し
た上で銘柄選択を行います。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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2021年11月６日～2022年５月６日

１万口当たりの費用明細

項目
第190期～第195期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 58 0.603 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (29) (0.296) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (27) (0.274) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.014 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (1) (0.011)
( 投資信託証券 ) (0) (0.003)

(ｃ)そ の 他 費 用 1 0.011 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.009) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 60 0.628

作成期中の平均基準価額は、9,670円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.23％です。

総経費率
1.23％

運用管理費用（投信会社）
0.59％

運用管理費用（販売会社）
0.55％

運用管理費用（受託会社）
0.07％

その他費用
0.02％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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○売買及び取引の状況 (2021年11月６日～2022年５月６日) 

 

銘 柄 
第190期～第195期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
高金利高格付債券マザーファンド 116 207 63,876 110,388 

好配当日本株マザーファンド 5,675 10,957 27,046 54,167 
Ｊリートマザーファンド２００５ 7,976 22,395 7,142 21,420 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年11月６日～2022年５月６日) 

 

項 目 
第190期～第195期 

好配当日本株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 554,236千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 720,132千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.76   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月６日～2022年５月６日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜高金利高格付債券マザーファンド＞ 

区       分 

第190期～第195期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 490 244 49.8 605 252 41.7 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜好配当日本株マザーファンド＞ 

区       分 

第190期～第195期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 259 48 18.5 294 24 8.2 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜Ｊリートマザーファンド２００５＞ 

区       分 

第190期～第195期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 90 13 14.4 74 10 13.5 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜好配当日本株マザーファンド＞ 

種       類 
第190期～第195期 

買 付 額 売 付 額 第195期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 15 10 28 

 
 
 

 

項 目 第190期～第195期 
売買委託手数料総額（A） 524千円 
うち利害関係人への支払額（B） 75千円 

（B）／（A） 14.3％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＨＣキャピタル、
モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2022年５月６日現在) 

 

銘 柄 
第189期末 第195期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

高金利高格付債券マザーファンド 1,311,924 1,248,163 2,179,418 

好配当日本株マザーファンド 383,131 361,760 750,797 

Ｊリートマザーファンド２００５ 246,061 246,894 736,684 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年５月６日現在) 

項 目 
第195期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

高金利高格付債券マザーファンド 2,179,418 59.1 

好配当日本株マザーファンド 750,797 20.4 

Ｊリートマザーファンド２００５ 736,684 20.0 

コール・ローン等、その他 19,744 0.5 

投資信託財産総額 3,686,643 100.0 
 

（注） 高金利高格付債券マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（2,172,316千円）の投資信託財産総額（2,179,481千円）

に対する比率は99.7％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝130.52円 １カナダドル＝101.73円 １イギリスポンド＝161.51円 １ノルウェークローネ＝13.79円 

１オーストラリアドル＝93.01円 １ニュージーランドドル＝83.99円   

 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第190期末 第191期末 第192期末 第193期末 第194期末 第195期末 

2021年12月６日現在 2022年１月５日現在 2022年２月７日現在 2022年３月７日現在 2022年４月５日現在 2022年５月６日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 3,691,046,016   3,775,299,505   3,612,631,372   3,563,589,517   3,751,145,279   3,686,643,710   

 コール・ローン等 10,527,168   10,190,172   10,482,164   9,815,716   10,239,476   9,947,386   

 高金利高格付債券マザーファンド(評価額) 2,201,710,420   2,245,817,579   2,156,421,573   2,166,588,484   2,234,201,617   2,179,418,933   

 好配当日本株マザーファンド(評価額) 736,264,008   768,279,305   733,030,637   681,027,992   744,041,645   750,797,525   

 Ｊリートマザーファンド２００５(評価額) 730,091,466   734,586,157   706,730,603   700,020,340   753,865,972   736,684,456   

 未収入金 12,452,954   16,426,285   5,966,395   6,136,985   8,796,569   9,795,410   

 未収利息 －   7   －   －   －   －   

(B) 負債 16,199,687   19,882,138   9,701,793   9,233,239   12,066,970   13,379,287   

 未払収益分配金 5,761,292   5,710,137   5,687,720   5,675,611   5,664,436   5,645,136   

 未払解約金 6,552,205   10,452,243   420   217,422   2,883,545   3,912,102   

 未払信託報酬 3,871,407   3,705,619   3,998,393   3,327,507   3,505,613   3,807,517   

 未払利息 10   －   4   1   －   3   

 その他未払費用 14,773   14,139   15,256   12,698   13,376   14,529   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,674,846,329   3,755,417,367   3,602,929,579   3,554,356,278   3,739,078,309   3,673,264,423   

 元本 3,840,861,788   3,806,758,094   3,791,813,623   3,783,741,004   3,776,290,734   3,763,424,285   

 次期繰越損益金 △  166,015,459   △   51,340,727   △  188,884,044   △  229,384,726   △   37,212,425   △   90,159,862   

(D) 受益権総口数 3,840,861,788口 3,806,758,094口 3,791,813,623口 3,783,741,004口 3,776,290,734口 3,763,424,285口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,568円 9,865円 9,502円 9,394円 9,901円 9,760円 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第190期 第191期 第192期 第193期 第194期 第195期 

2021年11月６日～ 
2021年12月６日 

2021年12月７日～ 
2022年１月５日 

2022年１月６日～ 
2022年２月７日 

2022年２月８日～ 
2022年３月７日 

2022年３月８日～ 
2022年４月５日 

2022年４月６日～ 
2022年５月６日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △        291   △        100   △        100   △         63   △         18   △         79   

 受取利息 －   7   －   2   －   －   

 支払利息 △        291   △        107   △        100   △         65   △         18   △         79   

(B) 有価証券売買損益 △125,010,020   122,630,268   △128,042,669   △ 31,886,826   200,904,181   △ 43,606,631   

 売買益 382,981   123,338,739   506,698   21,441,737   201,344,085   10,976,094   

 売買損 △125,393,001   △    708,471   △128,549,367   △ 53,328,563   △    439,904   △ 54,582,725   

(C) 信託報酬等 △  3,886,180   △  3,719,758   △  4,013,649   △  3,340,205   △  3,518,989   △  3,822,046   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △128,896,491   118,910,410   △132,056,418   △ 35,227,094   197,385,174   △ 47,428,756   

(E) 前期繰越損益金 33,980,068   △ 99,748,154   13,394,543   △124,039,053   △164,556,000   27,062,552   

(F) 追加信託差損益金 △ 65,337,744   △ 64,792,846   △ 64,534,449   △ 64,442,968   △ 64,377,163   △ 64,148,522   

 (配当等相当額) (   67,905,853)  (   67,407,058)  (   67,246,592)  (   67,210,030)  (   67,185,433)  (   67,066,888)  

 (売買損益相当額) (△133,243,597)  (△132,199,904)  (△131,781,041)  (△131,652,998)  (△131,562,596)  (△131,215,410)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △160,254,167   △ 45,630,590   △183,196,324   △223,709,115   △ 31,547,989   △ 84,514,726   

(H) 収益分配金 △  5,761,292   △  5,710,137   △  5,687,720   △  5,675,611   △  5,664,436   △  5,645,136   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △166,015,459   △ 51,340,727   △188,884,044   △229,384,726   △ 37,212,425   △ 90,159,862   

 追加信託差損益金 △ 65,337,744   △ 64,792,846   △ 64,534,449   △ 64,442,968   △ 64,377,163   △ 64,148,522   

 (配当等相当額) (   67,907,597)  (   67,409,266)  (   67,248,701)  (   67,213,104)  (   67,191,594)  (   67,068,465)  

 (売買損益相当額) (△133,245,341)  (△132,202,112)  (△131,783,150)  (△131,656,072)  (△131,568,757)  (△131,216,987)  

 分配準備積立金 289,414,600   287,732,715   283,621,393   283,152,008   293,797,112   288,776,597   

 繰越損益金 △390,092,315   △274,280,596   △407,970,988   △448,093,766   △266,632,374   △314,787,937   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 3,863,353,652円 

作成期中追加設定元本額 8,206,423円 

作成期中一部解約元本額 108,135,790円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9760円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は90,159,862円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2021年11月６日～ 
2021年12月６日 

2021年12月７日～ 
2022年１月５日 

2022年１月６日～ 
2022年２月７日 

2022年２月８日～ 
2022年３月７日 

2022年３月８日～ 
2022年４月５日 

2022年４月６日～ 
2022年５月６日 

費用控除後の配当等収益額 1,910,458円 6,700,432円 2,807,883円 5,914,540円 16,971,766円 1,729,863円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 67,907,597円 67,409,266円 67,248,701円 67,213,104円 67,191,594円 67,068,465円 

分配準備積立金額 293,265,434円 286,742,420円 286,501,230円 282,913,079円 282,489,782円 292,691,870円 

当ファンドの分配対象収益額 363,083,489円 360,852,118円 356,557,814円 356,040,723円 366,653,142円 361,490,198円 

１万口当たり収益分配対象額 945円 947円 940円 940円 970円 960円 

１万口当たり分配金額 15円 15円 15円 15円 15円 15円 

収益分配金金額 5,761,292円 5,710,137円 5,687,720円 5,675,611円 5,664,436円 5,645,136円 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第190期 第191期 第192期 第193期 第194期 第195期 

１万口当たり分配金（税込み） 15円 15円 15円 15円 15円 15円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

 



― 19 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   1904_添付ファンド_10pt_917990.indd   19 2022/06/14   10:24:482022/06/14   10:24:48



― 20 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2004_添付ファンド_10pt_917990.indd   20 2022/06/14   10:24:492022/06/14   10:24:49



― 21 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2104_添付ファンド_10pt_917990.indd   21 2022/06/14   10:24:492022/06/14   10:24:49



― 22 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2204_添付ファンド_10pt_917990.indd   22 2022/06/14   10:24:492022/06/14   10:24:49



― 23 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2304_添付ファンド_10pt_917990.indd   23 2022/06/14   10:24:502022/06/14   10:24:50



― 24 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2404_添付ファンド_10pt_917990.indd   24 2022/06/14   10:24:502022/06/14   10:24:50



― 25 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2504_添付ファンド_10pt_917990.indd   25 2022/06/14   10:24:502022/06/14   10:24:50



― 26 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2604_添付ファンド_10pt_917990.indd   26 2022/06/14   10:24:502022/06/14   10:24:50



― 27 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2704_添付ファンド_10pt_917990.indd   27 2022/06/14   10:24:502022/06/14   10:24:50



― 28 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2804_添付ファンド_10pt_917990.indd   28 2022/06/14   10:24:512022/06/14   10:24:51



― 29 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   2904_添付ファンド_10pt_917990.indd   29 2022/06/14   10:24:512022/06/14   10:24:51



― 30 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3004_添付ファンド_10pt_917990.indd   30 2022/06/14   10:24:512022/06/14   10:24:51



― 31 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3104_添付ファンド_10pt_917990.indd   31 2022/06/14   10:24:512022/06/14   10:24:51



― 32 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3204_添付ファンド_10pt_917990.indd   32 2022/06/14   10:24:512022/06/14   10:24:51



― 33 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3304_添付ファンド_10pt_917990.indd   33 2022/06/14   10:24:522022/06/14   10:24:52



― 34 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3404_添付ファンド_10pt_917990.indd   34 2022/06/14   10:24:522022/06/14   10:24:52



― 35 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3504_添付ファンド_10pt_917990.indd   35 2022/06/14   10:24:522022/06/14   10:24:52



― 36 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3604_添付ファンド_10pt_917990.indd   36 2022/06/14   10:24:522022/06/14   10:24:52



― 37 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3704_添付ファンド_10pt_917990.indd   37 2022/06/14   10:24:522022/06/14   10:24:52



― 38 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3804_添付ファンド_10pt_917990.indd   38 2022/06/14   10:24:522022/06/14   10:24:52



― 39 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   3904_添付ファンド_10pt_917990.indd   39 2022/06/14   10:24:532022/06/14   10:24:53



― 40 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   4004_添付ファンド_10pt_917990.indd   40 2022/06/14   10:24:532022/06/14   10:24:53



― 41 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   4104_添付ファンド_10pt_917990.indd   41 2022/06/14   10:24:532022/06/14   10:24:53



― 42 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   4204_添付ファンド_10pt_917990.indd   42 2022/06/14   10:24:532022/06/14   10:24:53



― 43 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   4304_添付ファンド_10pt_917990.indd   43 2022/06/14   10:24:532022/06/14   10:24:53



― 44 ―

04_添付ファンド_10pt_917990.indd   4404_添付ファンド_10pt_917990.indd   44 2022/06/14   10:24:542022/06/14   10:24:54


